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■ 調査目的・意図

1. 今後のウェルネス推進施策に活用できるという視点で、札幌市内にある施設、設備を

デスクリサーチによりリストアップを実施。

札幌市内の公園、運動施設、図書館（生涯学習の観点で）をピックアップ。

特に公園数は数が膨大であることから、弊社で任意にウェルネス推進に資する

公園種別を選定し、リストアップを行った。
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■札幌市：公園

・全市で2742カ所ある公園から、ウェルネス施策に資する公園種別を任意で選定。
・総合公園、運動公園、特殊公園、広域公園の4種をで30カ所をリスト化（次ページ）。
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■札幌市：公園

面積
住所施設名称公園種別 (平方メートル)

236295中島公園、南14条西5丁目、南15条西4丁目中島公園総合公園1

691028宮ｹ丘円山公園総合公園2

253816百合が原公園210番地百合が原公園総合公園3

218375月寒公園総合公園4

408961西岡西岡公園特殊公園5

313240川沿9～11条1丁目 真駒内真駒内柏丘7・8・
12丁目藻南公園総合公園6

597258手稲前田591-4総合公園7

663200平岡公園平岡公園総合公園8

1043496モエレ沼公園1-1モエレ沼公園総合公園9

194,560川下2651番地3外川下公園総合公園10

247271福井423番地五天山公園総合公園11

141677厚別町山本総合公園12

112872屯田西公園運動公園13

181503運動公園14

132199厚別公園運動公園15

123,667八軒4条西6丁目・5条西6丁目・5条西8丁目農試公園運動公園16

78901大通西1～12丁目大通公園特殊公園17

202,760界川4丁目特殊公園18

9909厚別中央1条5丁目科学館公園特殊公園19

29297平岡4条3丁目平岡樹芸センター特殊公園20

31572山の手6条1～4丁目 7条5～6丁目 琴似4条2
～4丁目 琴似4条6丁目 発寒3条1丁目寒河畔公園特殊公園21

331611西野宮丘公園特殊公園22

389665芸術の森2丁目札幌芸術の森特殊公園23

8012厚別町山本1065-3環状夢のグリーンベルト発祥記念の森特殊公園24

9,480やまはなサンパーク特殊公園25

2710北6条エルムの里公園特殊公園26

23202厚別南5・6丁目厚別南公園特殊公園27

18245創成川公園特殊公園28

847000真駒内公園広域公園29

3957000滝野247番地滝野すずらん丘陵公園国営公園30
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■札幌市：運動（スポーツ）施設
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■札幌市：公園や河川敷の野球場・サッカー場・庭球場
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■札幌市：ウインタースポーツ施設

■札幌市：歩くスキーコース



札幌市の地域特性調査 49

■札幌市：ウォーキングマップ



札幌市の地域特性調査 50

■札幌市：パークゴルフ場
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■札幌市：図書館
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計60代50代40代30代20代

1000200200200257143男性

1000200200200200200女性

2000400400400457343計

■ サンプル構成

調査方法：インターネット調査

調査期間：2024年1月12日（金）～17日（水）

回答者：札幌市内在住の20～69歳の男女

サンプル数：2000名

設問数：30問

■ 調査概要

■ 調査目的・意図

2. 札幌市のウェルネスに関する地域特性を把握するために、札幌市民2,000人を対象に、

健康意識についてのインターネット調査を実施。「運動」「食事」「メンタル」「健

康習慣・意識」の4ジャンルをベースに設問を構成し、札幌市におけるウェルネスの

課題や特徴を洗い出せるように設計した。
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■ 調査票
【全員へ】

Q1 あなたは普段どのような運動・身体活動に取り組んでいますか。あてはまるものをすべてお知らせください。（MA）

1. ウォーキング、散歩 6. 水泳
2. ジョギング、ランニング 7. フットサル、野球、テニスなど球技全般
3. サイクリング、自転車 8. その他
4. ヨガ、ストレッチ 9. 普段運動はしていない
5. 筋力トレーニング（自宅、ジム問わず）

改ページ

【全員へ】

Q2 あなたは１週間にどのくらい運動・身体活動に取り組んでいますか、最も近いものを一つお知らせください。 （SA）

1. ほぼ毎日（週５～７回）
2. 週に3、4回ほど
3. 週に1、2回ほど
4. 月数回程度
5. ほとんどしていない

改ページ

【Q1＝1∼8】

Q3 あなたの1回あたりの運動・身体活動の平均時間のうち、最も近いものをお知らせください。 （SA）

1. 2時間以上 5. 15分以上30分未満
2. 1時間半以上2時間未満 6. 5分以上15分未満
3. 1時間以上1時間半未満 7. 5分未満
4. 30分以上1時間未満

改ページ

【全員へ】

Q4 運動・身体活動を始めたきっかけは何ですか。 （MA）
あてはまるものをすべてお知らせください。

1. TV番組の影響
2. SNS上の情報の影響
3. 動画投稿サイトの動画の影響
4. インターネット上の情報の影響
5. 市や地域から発信された情報の影響
6. 自分自身の健康改善のため
7. ダイエットのため
8. 家族や友人などに誘われたから
9. 医師やトレーナーから勧められたから

10. その他
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■ 調査票

Q5 運動・身体活動の習慣について、課題に感じていることをすべてお知らせください。 （MA）

1. 時間がない
2. めんどうである
3. 運動・身体活動をする場所が近くにない
4. 冬は雪が積もるので十分な運動・身体活動ができない
5. 一緒に運動・身体活動をする人がいない
6. 運動・身体活動の習慣が継続できない
7. どのような運動・身体活動をすればいいかわからない
8. 金銭的余裕がない
9. 必要性を感じない

10. その他（                    ）
11. 特にない

改ページ

【全員へ】

Q6 あなたの普段の食事の摂取状況をお知らせください。 （各SA）

(1) 朝食
(2) 昼食
(3) 夕食
(4) 夜食（夕食後の夜の食事）

改ページ

【全員へ】

Q7 あなたが健康に過ごすためには、食事の内容や栄養バランスなどが大切だと思いますか。 （各SA）

１ 大切
２ どちらかというと大切
３ どちらかというと大切ではない
４ 大切ではない
５ わからない

改ページ
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毎日食べる
週5～6回
食べる

週3～4回
食べる

週1～2回
食べる

全く食べない
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■ 調査票
【全員へ】

Q8 あなたは栄養や食生活の情報を得る際、どのような方法で情報を得たい（または得やすい）と思いますか。 （各SA）
以下の中で、あてはまるものをすべてお知らせください。

1. リーフレットやポスターなどの紙媒体
2. SNS（LINE、X、Instagramなど）
3. 動画プラットフォーム（YouTube、TikTokなど）
4. SNS、動画以外のアプリ
5. インターネットでの検索
6. オンラインセミナー
8. 講話や医師との相談など

改ページ

【全員へ】

Q9 あなたは、今後、栄養や食生活に関する情報に、どこで接触すれば関心を持ちますか。 （各SA）
以下の中で、あてはまるものをすべてお知らせください。

１ 食品スーパー
２ 大型スーパー
３ 百貨店
４ コンビニ
５ 地域の商店（商店街の個人商店等）
６ 飲食店
７ スポーツクラブ
８ 医療機関
９ 職場
10 その他

改ページ

【全員へ】

Q10 あなたは、普段食事でどのような点を意識していますか。
以下の中であてはまるものをすべてお知らせください。 (MA)

1 栄養バランス
2 新鮮な食材や季節のものを選ぶ
3 カロリー摂取量
4 アレルギーなどを意識した食事制限
5 糖質や脂質の量の制限
6 食材の地産地消
7 様々な味や食材を取り入れる
8 なるべく1食の予算を抑える
9 その他（                           ）

10 特に意識していることはない
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■ 調査票

【全員へ】

Q11 食習慣について、あなたが課題に感じているものをお知らせください。 （MA）

1. 食事を摂る時間帯が毎日バラバラ
2. どうしても食べ過ぎてしまう
3. 仕事や学業が忙しく、自炊が難しい
4. 栄養バランスが取れた食事ができていない
5. 野菜の摂取量が少ないと感じている
6. 果物の摂取量が少ないと感じている
7. その他（              ）
8. 特に課題は感じていない

改ページ

【全員へ】

Q12 今後の食習慣について、あなたの考えに近いものをすべてお知らせください。 （MA）

1. 栄養バランスやカロリーに気を付けた食事をしたい
2. できるだけ地元の食材を使用した食事がしたい
3. 外食や惣菜、調理済み食品より自炊を優先したい
4. 自炊ではなく、なるべく外食や惣菜、調理済み食品などで食事は済ませたい
5. 野菜や果物を意識的に摂取したい
6. 栄養面はサプリメントなどで補いたい
7. その他（              ）
8. この中にはない

改ページ

【全員へ】

Q13 最近の生活の中でストレスを感じる頻度について、最も近いものを一つお知らせください。 （SA）

1. 常にストレスを感じる
2. たまにストレスを感じる
3. ストレスはあまり感じない
4. ストレスは全く感じない
5. どちらともいえない

改ページ
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■ 調査票
【Q13＝1,2】

Q14 「ストレスを感じる」と回答した方にお伺いします。そのストレスの理由は何ですか。 （MA）
ご自身にあてはまるものをすべてお知らせください。

1. 仕事
2. 家族
3. 友人等の人間関係
3. 健康上の懸念
4. 経済的な不安
5. 将来への不安
6. 感情やストレスのコントロールがうまくいかないから
7. 環境の変化
8.  自分や他者からの過度な期待
9. 仕事とプライベートのバランスの難しさ

10. その他（                 ）
11. この中にはない

改ページ

【全員へ】

Q15 ストレス解消やリラックスするために実践しているものはありますか。
以下の中で、あてはまるものすべてをお知らせください。 （MA）

1. 運動やフィットネス
2. 瞑想やマインドフルネス
3. 読書
4. 音楽の鑑賞
5. アートやクリエイティブな活動
6. 自然の中で過ごす
7. 友人や家族との交流
8. お風呂や温泉
9. ヨガやストレッチ

10. 食事
11. ショッピング
12. 睡眠
13. 飲酒
14. その他（                               ）
15. 特にない HC1

改ページ

【全員へ】

Q16 あなたの普段の睡眠時間はどのくらいですか。最も近いものを一つお知らせください。 （SA）

1. 8時間以上
2. 7時間以上8時間未満
3. 6時間以上7時間未満
4. 5時間以上6時間未満
5. 5時間未満

改ページ
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■ 調査票

【全員へ】

Q17 あなたの普段の睡眠の質について、最も近いものを一つお知らせください。 （SA）

1. ぐっすり眠れて休養が十分に取れていると感じることが多い
2. 眠りが浅く疲れが取れないと感じることがたまにある
3. 眠りが浅く疲れが取れないと感じることが多い

改ページ

【全員へ】

Q18 あなたが普段の睡眠で課題に感じているものをすべてお知らせください。 （MA）

1. 寝つきが悪く、寝るのに時間がかかる
2. 夜中に何度か目が覚め、再び眠りにつくのが難しい
3. 早朝に目が覚め、その後寝付けない
4. 眠りが浅く、疲れが取れない
5. 不規則な睡眠スケジュール
6. 寝る前にスマートフォンやテレビを見ることで、眠りにくい
7. 快適な寝具や寝室の環境が整っていない
8. 夢や悪夢が頻繁に起き、安眠できない
9. その他（                               ）

10. 特にない HC1

改ページ

【全員へ】

Q19 習慣的に行っている趣味はありますか。あてはまるものをすべてお知らせください。 （MA）

1. 運動やスポーツ 10. カフェ巡りや食べ歩きなどグルメ
2. 旅行やドライブ 11 アウトドア
3. 映画鑑賞 12. 料理
4. 音楽鑑賞 13. その他（        ）
5 アートやクリエイティブ活動 14. 趣味はない
6. 読書
7. アニメ・漫画
8. ゲーム
9. TVやドラマ視聴

改ページ
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■ 調査票
【全員へ】

Q20 あなたは普段お酒をどの程度飲みますか、最も近いものをお知らせください。 （SA）

1. 毎日飲む
2. 週5～6日
3. 週3～4回
4. 週1～2回
5. 飲まない

改ページ

【全員へ】

Q21 あなたは普段タバコをどの程度吸いますか、最も近いものをお知らせください。 （SA）

1. 1日40本以上
2. 1日30～39本
3. 1日20～29本
4. 1日10～19本
5. 1日10本未満
6. 月に数回程度
7. 吸わない

改ページ

【全員へ】

Q22 普段の通勤・通学の際に、最も利用する頻度が高い移動手段をお知らせください。 （SA）

1. 徒歩
2. JR・地下鉄・市電
3. バス
4. 自家用車
5. 自転車
6. その他（         ）

改ページ

【全員へ】

Q23 あなたの世帯構成についてお知らせください。 （SA）

1. 単身世帯：あなた1人だけの世帯
2. 夫婦のみ世帯：夫婦2人だけの世帯
3. 2世代世帯：夫婦と子供（成人の子供も含む）だけの世帯
4. 3世代世帯：夫婦と子供とその祖父母（または、そのいずれか）のいる世帯
5. その他

改ページ
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■ 調査票
【全員へ】

Q24 あなたの世帯年収について、差し支えない範囲でお知らせください。 （SA）

1. 100万円未満 9. 800～900万円未満
2. 100～200万円未満 10. 900～1，000万円未満
3. 200～300万円未満 11. 1，000～ 1，200万円未満
4. 300～400万円未満 12. 1，200～ 1，500万円未満
5. 400～500万円未満 13. 1，500～ 2，000万円未満
6. 500～600万円未満 14. 2，000万円以上
7. 600～ 700万円未満 15. 答えたくない
8. 700～ 800万円未満

改ページ

【全員へ】

Q25 あなたは健康に関する情報を得る際に、どのようなメディアを参考にしますか。 （MA）
あてはまるものをすべてお知らせください。

1. テレビＣＭ 10. 交通広告・屋外広告
2. テレビ番組 11. 企業のＳＮＳ（Instagram、Twitter、LINEなど)
3. ラジオCM 12. 個人のＳＮＳ（Instagram、Twitter、LINEなど)
4. ラジオ番組 13. 自治体や地域のSNS（Instagram、Twitter、LINEなど)
5. 新聞広告 14. 企業のブログ
6. 新聞記事 15. 個人のブログ
7. 雑誌広告 16. 自治体のホームページやチラシ、ポスター
8. 雑誌記事 17. その他(               )
9. 折り込みチラシ 18. 特にない

改ページ

【全員へ】

Q26 健康に関する情報を実践する際、重要視しているものをすべてお知らせください。 （MA）

1. 手軽さ・簡単さ
2. 効果の高さ
3. 科学的な根拠や信憑性
4. 自分の健康状態にあっているかどうか
5. 金銭的負担がかからないこと
6. 継続しやすさ
7. 家族や友人、同僚の口コミの評判が良い事
8. その他（        ）
9. 特にない

改ページ



札幌市の地域特性調査 61

■ 調査票

【全員へ】

Q27 自分自身の健康や身体の状況への関心について、あなたにあてはまるものをお知らせください。 （SA）

1. とても関心がある
2. やや関心がある
3. どちらともいえない
4. あまり関心がない
5. 関心がない

改ページ

【全員へ】

Q28 あなたは、毎年健康診断・健康診査・人間ドッグを受診していますか、あてはまるものをお知らせください。 （SA）
（歯科健診、がん検診、疾病による医療機関での検査は除く）

1. 受診している
2. 受診していない

改ページ

【Q28＝2】

Q29 「受診していない」と回答した方にお伺いします。受診していない理由をお知らせください。 （MA）

1. 時間が取れなかったから
2. 健診の場所が遠いから
3. 費用が掛かるから
4. 検査内容などに不安があるから
5. 健康に自信があるから
6. 心配な時はいつでも医療機関を受診できるから
7. どのように受診したらいいのか分からないから
8. 結果が不安なため、受けたくないから
9. めんどうだから

10. その他（              ）
11. 特になし

改ページ

【全員へ】

Q30 ご自身の健康に関して、どのようなサービスやイベントがあれば利用してみたいですか。ご自由にお書きください。（OA）
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■ 調査結果サマリー

運動の有無と種類 ％

ウォーキン

グ、散歩

筋力トレーニ

ング（自宅、

ジム問わず）

ヨガ、スト

レッチ

ジョギング、

ランニング

サイクリン

グ、自転車

フットサル、

野球、テニス

など球技全般

水泳 その他
普段運動はし

ていない

全 体 (2000) 39.2 16.7 12.0 10.0 6.6 4.6 2.3 2.0 45.5

男性 (1000) 43.9 21.3 6.5 14.6 9.3 7.6 3.1 2.3 39.6

女性 (1000) 34.4 12.0 17.5 5.4 3.9 1.6 1.5 1.6 51.3

20代 (343) 38.2 24.2 13.7 15.2 8.5 6.1 1.7 1.5 41.1

30代 (457) 35.2 18.6 12.0 11.2 6.1 7.4 2.6 1.1 46.4

40代 (400) 42.0 19.8 12.5 10.3 8.5 5.5 2.8 2.5 43.5

50代 (400) 34.8 8.5 11.3 6.5 4.5 1.8 2.0 2.0 55.0

60代 (400) 46.0 13.0 10.8 7.5 5.8 2.0 2.3 2.8 40.5

運動の頻度（％）

全 体 (2000)

男性 (1000)

女性 (1000)

20代 (343)

30代 (457)

40代 (400)

50代 (400)

60代 (400)

ほぼ毎日

17.3

18.5

16.1

18.1

14.7

17.3

15.0

22.0

週に３,４回

13.4

15.6

11.2

15.7

13.6

15.3

8.8

14.0

週に１,２回

18.1

20.4

15.7

19.0

17.3

20.3

14.5

19.5

月数回

7.5

7.8

7.2

9.9

10.9

4.8

7.0

4.8

ほとんどしていない

43.8

37.7

49.8

37.3

43.5

42.5

54.8

39.8

運動の時間（～は分以上、分未満・％）

全 体 (1091)

男性 (604)

女性 (487)

20代 (202)

30代 (245)

40代 (226)

50代 (180)

60代 (238)

120分以上

10.7

12.6

8.4

8.9

15.5

10.2

12.8

6.3

90～120

18.1

21.2

14.2

23.8

13.1

15.9

18.3

20.2

60～90

17.0

18.4

15.2

16.8

17.6

20.4

18.3

12.2

30～60

32.4

31.1

33.9

34.2

30.6

29.6

30.6

36.6

15～30

13.4

11.3

16.0

11.9

14.3

14.2

9.4

16.0

５～15

7.0

3.8

10.9

3.5

7.8

8.4

7.2

7.6

-

5

1.6

1.7

1.4

1.0

1.2

1.3

3.3

1.3

運動の習慣化の課題（％）

めんどうであ

る

冬は雪が積も

るので十分な

運動・身体活

動ができない

時間がない 運動・身体活

動の習慣が継

続できない

金銭的余裕が

ない

どのような運

動・身体活動

をすればいい

かわからない

運動・身体活

動をする場所

が近くにない

一緒に運動・

身体活動をす

る人がいない

必要性

を感じ

ない

その他 特にな

い

全 体 (2000) 43.2 33.0 28.5 18.3 13.0 10.0 9.1 7.0 3.1 1.4 18.1

男性 (1000) 37.6 33.7 30.6 14.6 11.6 7.5 9.1 7.9 3.4 1.3 20.0

女性 (1000) 48.7 32.2 26.3 21.9 14.3 12.5 9.0 6.0 2.7 1.5 16.2

20代 (343) 46.9 32.1 31.8 18.7 16.6 10.8 12.8 9.0 3.2 0.9 15.7

30代 (457) 45.1 30.9 35.9 19.0 14.2 12.7 10.5 7.4 3.1 1.3 17.3

40代 (400) 46.3 32.5 32.8 17.8 12.0 8.5 6.0 5.5 4.0 0.5 15.8

50代 (400) 48.5 30.3 27.3 19.8 12.5 9.5 8.3 6.5 3.0 2.8 15.5

60代 (400) 29.3 39.3 14.0 16.0 9.8 8.3 8.0 6.5 2.0 1.5 26.0

・普段の運動種目は『ウオーキング・散歩』がすべての年代で最もスコアが高い。次いで男性は『筋トレ』、女性は『ヨガ』が高い。一方、

『運動はしていない』は４割を超えている。

・運動の頻度では『週１回以上』が約5割となっている。性別では男性の方が頻度が高い。年代別でみると50代は『ほとんどしていない』

の割合が他より高くなっている。

・運動の時間は『30分以上、60分未満』がすべての層で最も多く約３割となっている。

・運動の習慣化の課題は『めんどうである』が全体では43%と最も多くなっている。年代別では60代は『冬は雪が積もるので～』を理由

にあげる人が最も多かった。

・食事については朝食を『まったく食べない』が17％と他の食事より多い。朝食を年代別にみると若い層ほど『まったく食べない』が多

い傾向がみられる。

・食生活の情報源として使用しているものは若年層では『SNS』、高齢増では『インターネットでの検索』が多くなっている。

・食生活の情報について関心を持ちやすい場所としては『食品スーパー』が最も多い。年代別では高齢層ほど『医療機関』、若年層ほど

『コンビニ』のスコアが高い。

・食生活で意識していることは『野菜の摂取量』が特に女性で多い。男性は『食べ過ぎ』が多い。『食事の時間がバラバラ』は若年層でス

コアが高い。

食事回数（％）下段は『朝食』

朝食 (2000)

昼食 (2000)

夕食 (2000)

夜食 (2000)

朝食

男性 (1000)

女性 (1000)

20代 (343)

30代 (457)

40代 (400)

50代 (400)

60代 (400)

毎日食べる

59.8

73.5

87.0

6.9

60.4

59.1

48.4

52.3

57.3

64.0

76.3

週５～６回食べる

7.4

9.6

6.3

3.2

6.6

8.2

12.0

8.3

6.3

6.8

4.3

週３～４回食べる

6.6

6.7
2.7

6.7

6.2

7.0

9.6

6.8

8.3

4.8

4.0

週１～２回食べる

9.3

5.5

2.0

19.3

8.1

10.5

10.8

12.3

9.5

8.0

5.8

全く食べない

17.0

4.9

2.1
64.1

18.7

15.2

19.2

20.4

18.8

16.5

9.8

食生活に関する情報源①

インターネット

での検索
ＳＮＳ

動画プラット

フォーム

リーフレットや

ポスターなどの

紙媒体

ＳＮＳ、動画以

外のアプリ

講話や医師との

相談など

オンラインセミ

ナー
この中にはない

全 体 (2000) 36.3 26.4 21.3 10.7 7.9 7.7 2.5 36.2

男性 (1000) 35.9 21.1 22.0 10.8 7.6 8.8 3.3 38.5

女性 (1000) 36.6 31.6 20.6 10.6 8.2 6.5 1.7 33.9

20代 (343) 27.4 49.6 29.7 9.9 11.4 4.1 2.3 28.9

30代 (457) 30.6 35.7 24.1 9.6 9.8 5.5 2.0 36.1

40代 (400) 39.8 21.5 19.3 10.5 8.5 7.0 2.8 38.8

50代 (400) 39.3 17.0 18.0 9.3 7.0 10.5 2.3 39.5

60代 (400) 43.8 10.0 16.3 14.3 3.0 11.0 3.3 36.8

食生活に関する情報源②（％）

食品スーパー 大型スーパー 医療機関 コンビニ 飲食店 職場
スポーツクラ

ブ
百貨店 地域の商店 その他

全 体 (2000) 66.0 31.3 25.1 23.1 13.0 10.1 8.2 5.6 5.3 5.1

男性 (1000) 63.3 31.5 24.3 26.7 12.2 11.4 8.8 5.0 5.9 5.1

女性 (1000) 68.7 31.1 25.9 19.5 13.7 8.7 7.6 6.2 4.6 5.1

20代 (343) 65.0 31.5 14.6 32.1 17.2 12.2 13.4 5.5 5.2 1.2

30代 (457) 66.1 31.1 22.5 26.3 14.4 13.8 8.3 5.7 4.2 6.1

40代 (400) 67.8 28.3 23.5 23.0 13.5 10.8 7.8 5.3 5.0 4.5

50代 (400) 68.8 31.5 27.0 19.0 10.8 8.3 5.0 5.3 3.8 5.0

60代 (400) 62.3 34.3 36.8 16.0 9.3 5.0 7.3 6.3 8.3 8.0

食習慣に関する課題（％）

野菜の摂取量が

少ないと感じて

いる

どうしても食べ

過ぎてしまう

栄養バランスが

取れた食事がで

きていない

果物の摂取量が

少ないと感じて

いる

食事を摂る時間

帯が毎日バラバ

ラ

仕事や学業が忙

しく、自炊が難

しい

その他
特に課題は感じ

ていない

全 体 (2000) 36.9 30.3 25.8 21.0 18.3 8.3 0.9 27.0

男性 (1000) 30.4 30.7 21.5 17.1 19.3 9.1 0.4 32.2

女性 (1000) 43.4 29.8 30.1 24.8 17.2 7.5 1.3 21.7

20代 (343) 33.8 32.9 28.3 20.1 25.9 14.9 0.9 24.8

30代 (457) 37.6 31.5 26.7 23.9 19.9 11.8 0.7 26.0

40代 (400) 38.3 34.5 25.3 20.8 21.3 8.8 0.5 22.3

50代 (400) 35.5 29.0 27.3 19.8 14.5 4.3 1.0 30.3

60代 (400) 38.8 23.5 21.8 19.8 10.5 2.3 1.3 31.3
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■ 調査結果サマリー

・ストレスについては全体では『感じる（常に＋たまに）』が67％と多くなっている。男性より女性、年代では30代、40代で『感じる』

割合が高い。

・ストレスの理由は『仕事』が最も多い。年代別にみると若年層では『将来への不安』が高く、高齢層では『健康上の懸念』が高い。

・睡眠時間は全体では『６時間以上、７時間未満』が最も多い。

・睡眠の質は『眠りが浅く疲れが取れない』がすべての層で最も多く、約５割を占めている。

・健康に関して参考にしているものは『テレビ』が最も多く、高齢層ほどスコアが高い。また年齢が高くなるほど『新聞記事』のスコアも

高い。

一方、若年層は『個人のSNS』『企業のSNS』が高く、年代による嗜好の違いがみられる。

・健康になるための行動をする際の重視点は『手軽さ』がすべての層で最もスコアが高い。60代では『自分の健康状態にあっているかど

うか』も重要となっている。
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■ 調査結果サマリー

・自分の体の健康への関心度は『関心がある（とても＋やや）』は全体では67%。年代別の差は少ないが、60代は突出して関心が高い。

・健康診断の受診は年代が高いほど受診率が高くなっている。20代の受診率は4割にとどまる。

・健康診断を受診しない理由としては、全体では『費用がかかるから』が最も高い。60代では『心配な時はいつでも医療機関を受診でき

るから』という回答も多くなっている。

※各設問ごとの詳細なデータに関しては、別添の調査結果報告書をご参照ください。
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■ 弊社独自データベースの活用

本事業で実施した札幌市民意識調査は、札幌市民のみを対象にしたものだったが、より

札幌市特有の傾向を分析するにあたり、弊社独自のデータベースである新ど研リサーチの

調査結果を活用し、道外地域と札幌市のウェルネスに対する意識の違いを分析。

■ 新ど研リサーチ2023結果

【趣味：スポーツ関連の合算値】 【趣味：散歩・ウォーキング】

・スポーツに関する趣味のスコアの合算値を道外と比較すると、札幌市では75.4％なのに対し、道内全体で70.8％・道外では64.4%という

結果となり、趣味でスポーツに取り組む人が比較的多い傾向にあると考えられる。

・趣味で「散歩・ウォーキング」と回答した人は、札幌市では24.6％、道内全体で20.8％・道外では20.6％とやや札幌市の方が多く、冬季

期間歩きにくいにもかかわらず「散歩・ウォーキング」に取り組む人が多い傾向となった。

【趣味：国内旅行】 【趣味：食べ歩き】

・運動関連以外では、趣味に「国内旅行」をあげる人が札幌市では多く、29.8％。道内全体で26.1％・道外では25.6％なので、やや国内

旅行を趣味としている人が多い傾向が見られる。

・また、趣味に「食べ歩き」を選択した人が多く、道内全体で17.8％・道外では15.2％なのに対し、札幌市では24.2％も趣味に挙げている。

散歩や街歩きをしながら食べ歩きをする、という層が一定数存在しており、食事や運動習慣に関する施策を考える際に参考になる可能性

がある。

●調査概要 新どさんこリサーチ2023
2023年12月実施 インターネット調査 1,500サンプル（道内1,000・内札幌市は250サンプル程度）
（2017年から同設計にて毎年11月～12月に実施）
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■ 新ど研リサーチ2023結果

【朝食は必ず取っている】 【健康に気を付けた食事をしている】

・本事業で行った調査でも朝食を毎日食べると回答した層が全体の約60％だったが、新ど研リサーチの結果でも「朝食は必ず取ってい

る」の回答が札幌市では44.4％を占めており、道内全体39.8％・道外の39.0％という結果と比較しても明確だが、朝食をしっかりととる

人が札幌市民には多い傾向が読み取れる。

・「健康に気を付けた食事をしている」と回答した人は、札幌市では22.6％、道内全体で20.9％・道外では20.8％で、やや札幌市の方が

健康に気を配った食事をしている人が多い様子がうかがえる。

【食事中にビール、ワイン、日本酒などのお酒を
飲むことが多い】

【必要な栄養（ビタミン、カルシウムなど）が
とれているか、不安に思うことがある】

・食関連では、飲酒率が非常に高いのが特徴的で、食事中にお酒を飲む人が道内全体で13.1％・道外では11.0%であるのに対し、札幌市で

は16.9%という結果に。本事業の調査でもお酒を週に1回以上飲む人が全体の半数程度存在していたことからも、飲酒習慣が他地域より

やや強いと考えられる。

・札幌市では、必要な栄養が取れているか不安に思うことがあると回答した人が道内全体・道外より多く、23.8％を占めることからも、

札幌市民の食意識は他地域よりやや高めで、自分の普段の食事に危機感や不安感を覚える人が多い。

総評

道内・道外エリアとの比較結果の通り、札幌市民のウェルネスに対する意識や実態は他地域より高い

といえる状態と考えられる。一方で、飲酒量や食事量に関しては他エリアと比較してもスコアがやや

高い傾向にあることから、「食」については次年度以降より注力した取組が効果的な可能性がある。
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調査方法：ヒアリング

ウェルネスについて積極的に取り組んでいる企業を選定し

アポイントメントを得られた企業へ対面、電話、メールにてヒアリングを実施

調査期間：2024年2月8日（木）～3月15日（金）

■ 調査概要

■ 調査目的・意図

ウェルネス推進を官民連携で進めていくための市内に拠点のある企業とのつながりを創出

していくことを目的としたリソース調査を実施。ウェルネス領域で製品・サービスを展開

していく企業をターゲットに行った。

・オムロンヘルスケア(株)

・(株)オカムラ

・(株)北の達人コーポレーション

・KDDI(株)

・コクヨ(株)

・札幌プリンスホテル

・(株)セガ エックスディー

・(株)なの花北海道

・西川(株)

・三井不動産（株）

・（株）ワコール

■ 協力企業一覧
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オムロンヘルスケア株式会社

ウェルネスの取り組み

特に血圧の領域で健康づくりに力を入れている。
（札幌市としての血圧の考え方、方針について知りたい）

■よこはまウォーキングポイント
オムロンヘルスケアとして企画段階から協力。2014年からスタート。
血圧測定器などを提供
参考URL
https://www.healthcare.omron.co.jp/corp/news/2022/0523.html

■埼玉県コバトン健康マイレージ
「埼玉県コバトン健康マイレージ」は、県民の皆様が歩数計を使ってウオーキングを楽し
く続けられ、健康づくりを進めていただくサービスです。
参考URL
https://kobaton-mileage.jp/portal2/service.html

■おおさか健活マイレージ アスマイル
18歳以上の府民であれば誰でも使える、無料のスマートフォンアプリです。歩く、朝食を
とるなど、毎日の簡単な健康づくり活動を「アスマイル」に記録することでポイントを貯
めて、貯めたポイントに応じて毎週・毎月行われる抽選に参加できます。当選すると、
コーヒーやスムージー、電子マネーなどの特典がもらえます。

参考URL
https://www.pref.osaka.lg.jp/kokuho/platform/asmile.html
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株式会社オカムラ

ウェルネスの取り組み

オフィスづくりを通して、働く場所の改善を長年支援している。

■ABW（Activity Based Working）の働き方を実現するワークスペースを提案
ABWとはActivity Based Workingの略で仕事の内容や目的に合わせてオフィス

（オフィス外も含む）で「時間」と「場所」を自由に選択できる働き方。

■WELL at Work
心身ともに良好な働き方を実現するオフィス空間を提案

参考URL
https://www.okamura.co.jp/corporate/sustainability/wellatwork/
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株式会社北の達人コーポレーション

ウェルネスの取り組み

社員の健康的な働き方を推進する取組を積極的に行っている。
市民向けや対外向けのウェルネスの取り組みは特に行っていない。

社員の健康的な働き方を推進する取り組み

・昼食無料制度
・ファストドクター法人契約
・部活動制度
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KDDI株式会社

ウェルネスの取り組み

ウェルネスに関する多岐の取り組みを行っており
北海道では北海道総支社が窓口となり依頼に対し適切な部署を紹介

■NoMaps2023 ブレインテックを活用した瞑想体験
NoMaps2023において「こころとからだの健康」をテーマにしたイベントゾーンで
ブレインテックを活用した瞑想体験を実施。

参考URL
https://www.kddi.com/corporate/sustainability/regional-
initiative/pressrelease/20230904/
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コクヨ株式会社

ウェルネスの取り組み

ウェルビーイングで企業価値を上げていこうと考えている。
会社としてホワイト500を取得。
従業員に対しても健康的な働き方を推進している。

※取り組みの紹介資料別添

■コクヨ芝山工場の取り組み
ウェルネスサーベイ（コンディション状態を視える化するオリジナルプログラム）を実施
し肩こり腰痛対策プログラムを実施。
※資料あり

■社員向け腰痛改善セミナー
講師を招いた腰痛改善セミナーを実施（予防セミナー）
※資料あり

■ウェルネスプログラム「ONE TAP SPORTS for Biz」
ベンチャー企業ユーフォリアと共同で開発したウェルネスプログラムを提供。
可視化から、改善プログラム提供、効果測定まで一気通貫でサポート

参考URL
https://www.kokuyo.co.jp/newsroom/news/category/20221025cs.html
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コクヨ株式会社

別添資料
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札幌プリンスホテル

ウェルネスの取り組み

■チャレンジイベント「絶景までの道のり」
地上107 ｍの 屋上ヘリポートまで約 600 段の階段 を 昇るチャレンジイベント
「絶景までの道のり」を開催
2023年10月9日の体育の日に、屋上ヘリポートまでの600段を階段で昇り、ご褒美に
ランチブッフェを楽しんでいただく。

■BAKUNEルーム
“睡眠”に着目！リカバリーウェアなど3つのスリープアイテムが体験できるBAKUNE
ルーム宿泊プラン。
ウェルネスブランド「TENTIAL(テンシャル)」のスリープアイテムをセットしたモデル
ルームを作りスリープアイテムを体験できる宿泊プランを提供。

※別添リリース資料あり
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札幌プリンスホテル

別添資料
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株式会社セガ エックスディー

ウェルネスの取り組み

ゲーミフィケーションのノウハウを活かし
自治体や企業とウェルネスに関する取組を多数行っている。
社員向けの研修プログラムなども行っている。
ウェルネスに関する新たなアイデアを創出するワークショップなどを実施することも可能
※取り組みの紹介資料別添

■ YCU COI × セガエックスディー ゲーミフィケーションの効果検証を開始
横浜市立大学 研究・産学連携推進センター 宮﨑智之教授（学長補佐）が代表を務める
YCU COI -NEXT（Minds1020Lab＊1（ﾏｲﾝｽﾞﾃﾝﾄｩｴﾝﾃｨﾗﾎﾞ））は、若者の生きづらさを解消
し、高いウェルビーイングを実現するための研究の一環として、ゲーミフィケーション事
業＊2を展開する株式会社セガ エックスディーの協力のもと、ゲームコンテンツがメンタル
ヘルスに与える効果に関する検証実験を開始します。

参考URL
https://www.yokohama-cu.ac.jp/res-portal/news/2023/20240201coinext.html

■ セガ エックスディー、花王がコミュニティサイト内で提供する肌測定サービス
「肌レコ」を企画・開発

ゲーム感覚で楽しみながら肌の状態を計測し、美肌を目指せるサービス花王運営のコミュ
ニティサイトと連携し、よりパーソナライズされた美容のアドバイスが可能

参考URL
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000070.000059309.html
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株式会社セガ エックスディー

別添資料
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株式会社なの花北海道

ウェルネスの取り組み

■健康イベント
①医療機関等と連携した地域住民に対する健康イベント実施

内容：薬剤師による講演・こども薬剤師体験・健康相談・
健康機器測定会・NANO-FIT(なの花薬局が提供するフィットネス)

②地域と連携した地域住民に対する健康イベント実施
内容：介護予防教室・認知症カフェ・料理教室

③なの花健康フェスタ
2023年より開催 今後継続的に実施予定
内容：健康相談・薬局取り組み紹介・健康測定器・健康食品販売

■薬局内での取り組み
①栄養士による栄養相談会実施

栄養士会と連携した栄養ワンダー実施
②不定期開催の健康イベント

内容：講話・健康機器測定・健康相談等実施
③栄養士監修 健康レシピ・栄養だより配布
④在宅訪問栄養指導の実施
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西川株式会社

ウェルネスの取り組み

タグライン「よく眠り、よく生きる」
西川株式会社ソリューション推進部で睡眠に関する取組を行っている。
自治体からの依頼によるセミナーなど多数実施。

資料提供：健康経営市場における西川の取り組み

■快眠セミナー
従業員、職員に対する健康増進を目的とした快眠セミナーを実施。
※別添資料あり。

■企業コラボセミナー
他企業とコラボしたセミナーを実施。
具体例として西川とアシックスがコラボした睡眠と運動を掛け合わせたセミナーを実施。
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000240.000010201.html

■寝具体験
スリープマスターによる寝具体験を実施。
※別添資料P７に詳細
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西川株式会社

別添資料
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三井不動産株式会社

ウェルネスの取り組み

■パーソナルフィットネスアプリ「Beatfit for Biz」
毎日の生活にフィットネスを取り込み、運動習慣化率の向上、BMIの改善を実現する
サービス。健康経営銘柄の企業を中心に広く採用。
※提供資料あり

■スマートライフパス柏の葉
「健康寿命」「新産業創造」「環境共生」の３つのテーマを掲げて街づくりを実施。
その中で柏の葉に関わる生活者を対象に、複数のヘルスケア関連サービスを利用できる
ポータルサイトとして2020年にサービスを開始。

参考URL
20221201.pdf (mitsuifudosan.co.jp)
※提供資料あり
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三井不動産株式会社

別添資料
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株式会社ワコール

ウェルネスの取り組み

■CW-X
「CW-X」という着るコンディショニングウェアを1991年より展開。

ワコール人間科学研究開発センターが、テーピングの原理をタイツに組み込むという発想
をもとに開発したコンディショニングウェアブランド。

参考URL
https://www.cw-x.jp/

■３事件計測サービス
自分自身を知るサービスとして3次元計測サービスを行っている。

参考URL
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001361.000033034.html


